
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

小林市立小林小学校  校長通信 

令和６年４月１５日  第４９号 （文責 校長 吉井秀一） 

℡:（0984）23-3510  E-mail:1401eb@miyazaki-c.ed.jp 

四
月
八
日
に
始
業
式
、
そ
し
て

十
二
日
に
は
入
学
式
で
新
入
生

を
迎
え
、
令
和
六
年
度
の
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。
新
し
い
年
度

を
迎
え
る
時
、
大
人
で
も
改
ま
っ

た
気
持
ち
に
な
る
も
の
で
す
が
、

子
ど
も
た
ち
も
ま
た
、
教
室
が
変

わ
り
、
先
生
が
変
わ
り
、
学
級
の

友
だ
ち
も
入
れ
替
わ
る
大
き
な

変
化
を
迎
え
て
い
ま
す
。
言
葉
に

出
な
く
て
も
緊
張
や
不
安
が
あ

る
の
は
当
然
で
す
。
ど
う
か
、
お

子
さ
ん
の
お
話
に
耳
を
傾
け
て

い
た
だ
き
、
一
緒
に
受
け
止
め
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

子
ど
も
た
ち
が
こ
れ
か
ら
成

長
し
、
ま
た
大
人
に
な
っ
て
も
、

ず
っ
と
経
験
す
る □

四
月
」
で
す
。

自
分
の
環
境
の
変
化
を
乗
り
越

え
て
い
く
こ
と
も
ま
た
、
身
に
付

け
て
欲
し
い
力
の
一
つ
で
す
。 

そ
ん
な
時
「
い
い
友
達
だ
ね
。」

「
い
い
学
級
に
な
っ
た
ね
。」
の

一
言
で
ぜ
ひ
、
子
ど
も
の
不
安
や

緊
張
を
安
心
と
期
待
に
変
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
、 
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春先の安全確保            他県では、警報機や遮断機のない踏切で小学生が亡くなる悲しい事故

が起きました。学年も変わり、子どもたちの行動範囲にも変化が見られます。どこで、だれと遊んで

いるか？ 子どもたちの様子に気を配っていただくようよろしくお願いします。 

くすの木 



 

「みんなで考え  

   みんなでつくる みんなの小林小学校」 

（学校長メッセージ） 

令和 6 年度も「みんなで考え みんなでつくる みんなの小林小学校」を

学校づくりのテーマとします。 
子どもが育つ姿そのものが学校の姿です。当然、子どもの姿を形づくること

は、先生だけでできるものではありません。子ども自身と、子どもをとりまく

大人たちすべてが学校づくりの当事者意識、仲間意識をもつことが重要です。  

そのためのキーワードが「みんな」です。 

「みんな」とは主役の「子ども」、指導する「先生」、サポートする「保護者」、

そして支える「地域」です。それぞれがお互いにできないところは助け合い、

足りないところは補い合い、うまくいかないところはみんなで受け止めなが

ら、「よりよい自分たちの学校にしていく」営みが「みんなでつくる学校」の

姿です。 
本年度は特に「学校愛」を育てる教育活動の充実を目指します。「自分の学

校をよりよくしていくには何ができるか。」改めて子どもたちと一緒に出発点

に立って取組を始めます。保護者の皆さんも、地域の皆さんも「わが子が通う

学校」「わが地域の学校」として一緒に考えることから始めましょう。言いに

くかったことや、遠慮されていたことも、自分たちの学校のために出し合いま

しょう。しかし、人を非難することでは「問題」は解決しません。みんなが当

事者であり、仲間ですから、「問題」はみんながみんなの「課題」として受け

止める姿勢を持ちましょう。課題解決のために「ひとごと」ではなく「自分ご

と」として原因を探り、「みんな」でより良い方向を見付けましょう。 

そのような思いをこのテーマに込めています。 

 

本年度も「みんなで考え みんなでつくる みんなの小林小学校」の実現に

御理解と御協力をお願いいたします。 

 
 

令和６年４月１日 
校長 吉 井 秀 一 

 


